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研究成果概要 
MAGIC Collaboration によって、2024 年度に査読付論文 13 編を発表した(次ページに

リスト)。本研究参加者による貢献の中から一部を紹介する。 
2018 年、活動銀河核 M87 の 2 回目となる Event Horizon Telescope キャンペーン観

測に、MAGIC を含め、ALMA、Chandra、Hubble、NuSTAR など、電波からガンマ線

に至るまでの波長域をカバーする 20 以上の多波長観測施設が参加した[6]。2010 年以来

初めて、超高エネルギーガンマ線フレアが検出された。このフレアでは、350 GeV 以上

の強度が約 36 時間の間に 2 倍以上に増加した。X 線強度は 2017 年と比較して約 2 倍に

増加している一方で、電波およびミリ波のコア強度は 2017 年と 2018 年の間で一致し

た。MAGIC で観測された超高エネルギーガンマ線は逆コンプトン散乱放射で説明でき、

強度変動のタイムスケールから、その放射領域のサイズは、ブラックホール重力半径の

約 10 倍であることが分かった。2024 年 12 月 13 日に、ICRR、名古屋市立大学、国立

天文台、工学院大学、東京科学大学、茨城大学、大阪公立大学から共同プレスリリース

を行った。 
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